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釜石沖海底ケーブルシステム近傍における海底精密測位の開始

Beginning of precise seafloor positioning near the cable system off Kamaishi
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１．はじめに
最近の研究は、海底地殻変動観測が沈み込み帯のサイスミックカップリングの問題を解決する鍵であることを

示している。上田（2002）は、東日本近傍で発生した大地震に伴う地殻変動を調べて、その全てが余効変動を伴っ
ていることを明らかにした。三陸はるか沖地震の場合には、陸上で観測された変動は数 cm であったが、海底では
その２０倍程度の地殻変動が起こったと推定されている（例えば、Heki et al., 1997）。陸上の測地観測でも 1cm
より小さい変動の観測は難しいから、地震およびその前後の変動を明らかにするためには、海底における観測が
必要である。
三陸の釜石沖ではケーブル式海底地震計および津波計が稼動している。この観測研究の最大の成果は、海底で

発生している小さな地震の震源が正確に求められるようになったことである。その結果、三陸沖の海底下のプレー
ト境界では、地震活動が活発なところとそうでないところが普段からにはっきりと区別されることが分かってき
た。それを説明するために、海側と陸側の二つのプレートが部分的に固着しているというモデルが提案されてい
るが、実際に海底でそれぞれのプレートがどのような動きをしているのかということは、よく分かっていない。
陸上でも１cm より精度の観測は難しいので、海底測値観測が鍵である。

２．海底精密測位システムの設置
東北大学の地震・噴火予知研究観測センターと東京大学地震研究所は共同で、精密音響測距と海上キネマティッ

ク GPS 測位を結合した精密海底測位システムを開発してきた。その要点は、音響トランスポンダーおよび長基線
のキネマティック GPS 測位用のソフトの開発である。
昨年１１月下旬に、陸側プレートである海溝陸側斜面に３台の音響トランスポンダーを設置し、海底変動の長

期モニタリングを開始した。設置点は釜石沖約 70 マイルであり、地震計・津波計用の海底ケーブルシステムの先
端部の少し海側である。この観測は岩手県水産技術センターの協力を得て行われ、岩手丸の３日間の航海で設置
作業と測位観測を行った。水深は 2750m 程度で比較的平たんであり、地震活動が比較的活発なところである。
３台の音響測距装置設置点（日本測地系）：
　　 Unit 1 　北緯 39 度 11.800 分，東経 143 度 24.390 分，水深 2700 m
　　 Unit 2 　北緯 39 度 09.430 分，東経 143 度 26.010 分，水深 2800 m
　 Unit 3 　北緯 39 度 11.730 分，東経 143 度 27.520 分，水深 2800 m

３．測位および CTD 観測
船のそばに浮かべた小型のブイを用いて、２本の測線に沿って測位観測を行った。ブイには音響トランスジュー

サ１個と、３台の GPS アンテナ、およびブイの動揺の影響を補正するための動揺観測装置を搭載した。ブイを用
いた測位観測の前後に、水深 1000 m までの CTD 観測を行った。海況はよくなかったが、船の水中音響ノイズが
非常に少なく、船長・乗組員の熟練の作業により、首尾よく観測を終えることができた。音波の往復時間は１cm
程度の分解能で計測された。キネマティック GPS 測位用の陸上 GPS 局は仙台と三陸町に設置し、１秒間隔の観測
を行った。観測サイトの基線長は、三陸町から約 145 km、仙台から約 230 km である。この GPS 観測に音響測位
の観測を合わせた結果を報告する。
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